
広
告
内
容
を
ご
確
認
い
た
だ
き
、
ご
返
送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
致
し
ま
す
。
番
号
間
違
い
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

送
信
日

　平
成

　
　年

　
　月

　
　日

掲
載
日

掲
載
版

面

サ
イ
ズ

2019/01/01

小
田
原
版

中
面

24.9cm

×12

段

原
稿
内
容
確
認
書

◉
限
ら
れ
た
日
程
の
中
で
編
集
作
業
を
進
め
て
お
り
ま
す
の
で
、
校
正
は
原
則
的
に
2
回
ま
で
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
3
回
目
以
降
の
校
正
は
有
料
に
な
る

場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
。
◉
締
切
り
日
時
ま
で
に
掲
載
内
容
が
確
定
し
な
い
場
合
、
指
定
さ
れ
た
発
行
日
の
紙
面
に
掲
載
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
指
定
期
日
ま
で
に
必
ず
ご
返

送
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
◉
印
刷
作
業
に
入
り
ま
す
と
内
容
の
変
更
や
訂
正
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
入
念
な
チ
ェ
ッ
ク
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

7
ZM-S 2018.3.30

□	

訂
正
ナ
シ
。
印
刷
作
業
を
進
め
て
下
さ
い

□	

訂
正
有
り
。
タ
ウ
ン
ニ
ュ
ー
ス
社
で
修
正
し
て
印
刷
作
業
を
進
め
て
下
さ
い

□	

訂
正
有
り
。
確
認
の
た
め
修
正
し
た
原
稿
を
も
う
一
度
送
信
し
て
下
さ
い

店
名
・
電
話
番
号
・
営
業
時
間
等
は
必
ず
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

該
当
欄
に
チ
ェ
ッ
ク
を
入
れ
、
ご
署
名
の
上
期
日
ま
で
に
ご
返
送
く
だ
さ
い

学
校
法
人
新
名
学
園
旭
丘
高
等
学
校

小
田
原
市
城
内
１
－
１
３

0465-24-2227
http://w

w
w
.niina-gakuen.jp/

Ｗ
ｅ
ｂ

掲
載
項
目▶

お
客
様

サ
イ
ン

平
成
　
　
　
年
　
　
　
月
　
　
　
日

旭
丘
高
等
学
校

　御
中

小
田
原
編
集
室

小
小

小 小
小
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西
湘
・
小
田
原
で
一
一
七
周
年

　水
野
浩
理
事
長
・
学
校
長
に
聞
く

学
園
に
根
づ
く
二
宮
尊
徳
の「
報
徳
四
訓
」

学
校
法
人
新
名
学
園

　旭
丘
高
等
学
校

平
成
か
ら
新
元
号
へ

日
中
高
校
生
交
流
で
の
学
び

―
―
新
元
号
の
４
年
目
と
な

る
西
暦
２
０
２
２
年
に
は
１

２
０
周
年
を
迎
え
ま
す
。

　「「
平
成
」
の
由
来
は
中
国

の
歴
史
書
で
あ
る『
尚
書
』（
し

ょ
う
し
ょ
）
の
「
地
平
天
成
」

で
す
。
本
校
で
は
、
創
立
１

１
０
周
年
記
念
事
業
と
し
て

始
ま
っ
た
日
中
高
校
生
交
流

で
、
生
徒
と
と
も
に
中
国
の

西
安
碑
林
博
物
館
を
訪
れ
ま

し
た
。
そ
の
第
一
室
に
存
置

さ
れ
て
い
る
石
刻
『
開
成
石

経
』（
か
い
せ
い
せ
っ
け
い
）

に
収
め
ら
れ
た
『
尚
書
』
大

禹
謨
（
だ
い
う
ぼ
）
の
中
に

中
国
古
代
夏
王
朝
の
禹
王
の

功
績
に
か
か
わ
っ
て
用
い
ら

れ
た
「
地
平
天
成
」（
地
上
は

お
だ
や
か
に
治
ま
り
、
天
も

時
節
が
順
調
に
め
ぐ
る
）
の

文
字
を
読
み
取
っ
た
経
験
が

あ
り
ま
す
」

―
―
生
徒
た
ち
の
感
想
は
？

　「
平
成
と
共
に
明
治
・
大
正

・
昭
和
な
ど
日
本
の
元
号
の

源
流
が
中
国
の
碑
文
に
あ
る

こ
と
に
驚
き
の
声
を
あ
げ
て

い
ま
し
た
。
か
つ
て
は
「
幻

の
王
国
」
と
も
言
わ
れ
た
夏

王
朝
は
、
発
掘
に
よ
っ
て
実

在
が
確
か
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
初
代
禹
王
は
治
水
の
神

様
と
も
称
え
ら
れ
、
西
安
碑

林
博
物
館
の
第
四
室
に
は
そ

の
功
績
を
讃
え
た
と
さ
れ
る

『
岣
嶁
碑
』（
こ
う
ろ
う
ひ
）

が
展
示
さ
れ
、
日
本
の
酒
匂

川
上
流
に
も
、
治
水
神
と
し

て
の
禹
王
を
祀
る
文
命
『
東

堤
碑
』『
西
堤
碑
』
が
建
て
ら

れ
て
い
ま
す
」

―
―
日
中
高
校
生
交
流
は
、

両
国
の
生
徒
に
様
々
な
学
び

の
機
会
と
な
っ
て
き
た
の
で

す
ね
。

　「
生
徒
が
最
も
感
銘
を
受
け

る
の
は
、
人
と
の
触
れ
合
い

で
す
。【
最
初
に
中
国
に
行
く

と
聞
い
た
と
き
は
、
正
直
不

安
で
し
た
。
新
聞
や
ニ
ュ
ー

ス
番
組
を
見
て
い
る
と
大
気

汚
染
や
食
品
衛
生
な
ど
、
悪

い
報
道
ば
か
り
で
し
た
。
中

国
に
着
き
、
安
陽
の
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
先
の
彼
女
と
初
め
て

会
っ
た
時
、
彼
女
は
戸
惑
い

な
が
ら
も
優
し
く
微
笑
ん
で

「
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
」

と
英
語
で
言
っ
て
く
れ
ま
し

た
。
中
国
の
方
の
優
し
さ
を

直
接
肌
で
感
じ
、
私
た
ち
が

今
ま
で
見
て
い
た
中
国
は
ほ

ん
の
一
部
分
で
、
中
国
全
体

が
報
道
通
り
で
は
な
い
と
分

か
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

交
流
の
機
会
が
他
の
学
校
や

地
域
で
も
増
え
る
こ
と
を
願

っ
て
い
ま
す
】」。

建
学
の
精
神
と

「
報
徳
四
訓
」
の
教
え

―
―
旭
丘
の
建
学
の
精
神
は
、

二
宮
尊
徳
の
「
報
徳
四
訓
」

を
基
本
に
し
て
い
る
と
聞
き

ま
す
。

　
新
名
百
刀
先
生
が
教
育
方

針
と
し
て
掲
げ
た
の
が
、
尊

徳
の
報
徳
四
訓
（
至
誠
・
勤

労
・
分
度
・
推
譲
）
で
し
た
。

「
無
く
て
は
な
ら
ぬ
指
折
り
仲

間
の
一
人
と
な
れ
」
と
い
う

校
訓
に
あ
る
よ
う
に
、
地
域

社
会
の
要
望
に
応
え
て
良
妻

賢
母
型
の
「
知
と
技
の
統
一
」

に
砕
身
す
る
と
同
時
に
、
社

会
的
・
精
神
的
自
立
を
促
す

教
育
を
展
開
。
そ
し
て
、「
一

円
融
合
」
の
哲
学
思
想
の
下
、

今
で
い
う
差
別
と
競
争
の
な

い
社
会
を
築
く
た
め
に
、
尊

徳
の
農
村
振
興
を
目
的
と
し

た
捨
て
苗
を
集
め
て
米
を
生

産
す
る
農
法
、
荒
地
を
開
墾

し
良
田
に
変
え
る
手
法
に
学

び
、「
悪
し
き
と
て
、
た
だ
一

す
じ
に
捨
つ
る
な
よ
、
渋
柿

を
見
よ
、
甘
干
と
な
る
」
と

い
う
「
正
→
反
→
合
」
の
弁

証
法
的
な
子
ど
も
観
を
唱
え
、

子
ど
も
の
発
達
と
可
能
性
に

信
を
置
く
教
育
を
実
践
し
ま

し
た
。

　
小
田
原
の
女
性
史
研
究
家

の
宇
佐
美
ミ
サ
子
先
生
は
、

新
名
学
園
に
学
ん
で
後
に
教

師
と
な
っ
た
あ
る
女
性
の
言

葉
を
伝
え
て
い
ま
す
。「
百
刀

先
生
は
報
徳
の
教
え
を
私
た

ち
に
よ
く
話
し
て
く
れ
ま
し

た
。
手
に
職
を
つ
け
る
こ
と

が
、
自
活
で
き
る
技
で
す
。

そ
し
て
、
人
々
に
分
け
与
え

る
こ
と
が
必
要
な
の
で
す
」

と
。
校
訓
で
あ
る
報
徳
精
神

は
、
戦
前
は
生
徒
手
帳
に
記

さ
れ
て
い
ま
し
た
」

―
―
自
立
し
て
得
た
も
の
を

社
会
に
還
元
す
る
「
推
譲
」

の
重
要
性
も
説
か
れ
て
い
た
。

　「
関
東
大
震
災
で
は
小
田
原

も
大
き
な
被
害
を
受
け
ま
し

た
が
、
新
名
女
学
校
も
火
災

は
免
れ
た
も
の
の
校
舎
が
大

破
し
ま
し
た
。
そ
の
復
興
と

学
校
再
興
に
あ
た
っ
て
、
卒

業
生
が
婚
家
に
遠
慮
し
な
が

ら
月
々
の
小
遣
い
を
２
年
間

た
め
、
浄
財
と
し
て
資
金
を

拠
出
し
た
と
い
う
逸
話
も
日

頃
か
ら
の
「
推
譲
」
の
教
え

が
根
付
い
て
い
た
証
だ
と
思

わ
れ
ま
す
。

　
そ
う
し
た
分
度
か
ら
生
じ

る
剰
余
を
社
会
公
共
の
た
め

に
使
う
と
い
う
推
譲
の
精
神

は
現
代
で
は
、
私
立
学
校
の

父
母
の
経
済
的
負
担
を
軽
減

し
、
社
会
と
し
て
子
ど
も
を

育
て
る
「
無
償
教
育
」
を
目

指
し
て
毎
年
全
国
規
模
で
取

り
組
ま
れ
る
私
学
助
成
署
名

運
動
に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
」

―
―
尊
徳
思
想
に
基
づ
く
建

学
の
精
神
は
今
、
ど
の
よ
う

な
形
で
受
け
継
が
れ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　「
一
つ
は
、
生
活
と
教
育
の

結
合
と
し
て
の
「
普
通
・
総

合
両
科
」
で
の
実
践
に
あ
り

ま
す
。
た
と
え
ば
、「
物
づ
く

り
」
の
一
つ
陶
芸
の
授
業
。

粘
土
を
割
り
ロ
ク
ロ
を
回
し

電
気
釜
を
使
っ
て
陶
器
を
作

り
ま
す
。
ま
た
、
学
校
農
園

を
利
用
し
た
農
業
の
授
業
で

は
無
農
薬
野
菜
を
作
り
、
正

し
い
「
食
」
の
あ
り
方
を
学

び
ま
す
。
森
林
学
習
で
は「
里

山
再
生
」
を
目
指
し
て
学
校

林
を
伐
採
。
卒
業
記
念
樹
の

植
栽
な
ど
を
し
ま
す
。
こ
れ

ら
の
総
合
学
習
は
「
自
然
と

学
校
と
の
共
生
」「
生
活
と
教

育
と
の
融
合
」
の
実
践
そ
の

も
の
で
あ
り
、
根
底
に
は
報

徳
四
訓
の
「
勤
労
」
の
精
神

が
基
盤
に
あ
る
も
の
で
す
。

　
総
合
学
科
で
は
、こ
の
「
勤

労
」
と
地
域
づ
く
り
、
進
路

選
択
を
目
指
し
て
１
年
間
、

週
１
回
の
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ

プ
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
小

田
原
を
中
心
と
し
た
地
場
産

業
や
中
小
企
業
、
公
共
施
設

等
で
職
場
の
先
輩
や
社
会
人

か
ら
ご
指
導
を
い
た
だ
き
職

業
に
関
す
る
知
識
や
技
能
、

技
術
を
習
得
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
も
ま
た
、
尊
徳
の
唱
え

た
「
一
円
融
合
」
の
一
例
で

あ
り
、
今
日
の
「
経
済
と
道

徳
の
結
合
」
の
精
神
に
も
通

じ
る
も
の
だ
と
思
い
ま
す
」

―
―
旭
丘
の
教
育
に
は
、
持

っ
て
生
ま
れ
た
天
分
と
、
教

育
す
る
天
分
と
を
そ
れ
ぞ
れ

ど
う
生
か
す
か
と
い
う
実
践
、

ま
さ
に
「
分
度
」
の
実
践
に

も
通
じ
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。

　「
旭
丘
の
「
全
学
協
議
会
」

は
、「
分
度
」
の
実
践
の
一
例

で
す
。
こ
の
会
の
名
称
は
、

正
式
名
称
は
「
新
名
学
園
旭

丘
高
等
学
校
の
よ
り
よ
い
学

校
づ
く
り
を
目
指
す
生
徒
・

父
母
・
教
職
員
・
同
窓
生
・

学
園
に
よ
る
全
学
協
議
会
」

で
、
２
０
０
４
年
に
発
足
し

ま
し
た
。
特
徴
は
、
生
徒
会

が
こ
の
会
の
他
の
構
成
メ
ン

バ
ー
と
対
等
の
立
場
で
意
見

表
明
を
し
、
教
育
づ
く
り
や

学
校
運
営
に
対
し
、
共
同
で

関
与
、
参
画
す
る
点
に
あ
り

ま
す
。
こ
れ
は
、
こ
の
会
の

構
成
メ
ン
バ
ー
の
「
入
る
を

図
っ
て
出
ず
る
を
制
す
る
」

国
の
税
金
の
公
正
な
配
分
に

通
ず
る
「
分
度
」
の
実
践
で

あ
り
、「
一
円
融
合
」
の
具
体

化
で
あ
る
と
思
い
ま
す
」

「
足
元
か
ら
の
グ
ロ
ー
バ
ル

教
育
」そ
の
新
た
な
展
開

―
―
１
１
０
周
年
を
機
に
位

置
付
け
ら
れ
た
「
グ
ロ
ー
バ

ル
教
育
」
は
ど
の
よ
う
な
進

展
を
？

　「“Think Globally,Act 
Locally

”
で
、
足
元
か
ら

の
グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
を
押
し

進
め
て
き
ま
し
た
。
２
０
１

４
年
に
姉
妹
校
提
携
を
結
ん

だ
、
中
国
の
西
安
外
国
語
大

学
附
属
西
安
外
国
語
学
校
と

安
陽
市
開
発
区
高
級
中
学
の

２
校
に
は
、
こ
れ
ま
で
５
回

訪
問
し
て
い
ま
す
。
生
徒
会
、

演
劇
部
、
書
道
部
、
相
撲
部
、

吹
奏
楽
部
、
剣
道
部
、
陸
上

競
技
部
な
ど
の
代
表
部
員
や
、

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
世
界

大
会
出
場
生
徒
な
ど
が
、
日

中
高
校
生
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ

交
流
を
実
施
。
中
国
姉
妹
校

の
生
徒
た
ち
も
４
回
来
日
し
、

生
徒
会
と
Ｐ
Ｔ
Ａ
・
父
母
懇

談
会
に
よ
る
手
作
り
の
歓
迎

集
会
、
同
窓
会
に
よ
る
茶
道

体
験
、
入
学
式
へ
の
参
列
、

さ
ら
に
小
田
原
市
長
表
敬
訪

問
な
ど
地
域
と
結
ん
だ
交
流

を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　
こ
う
し
た
相
互
訪
問
か
ら

始
ま
っ
た
交
流
は
、
昨
年
３

月
の
訪
中
の
際
、
本
校
の
教

員
が
西
安
外
国
語
学
校
の
生

徒
を
対
象
と
し
て
行
な
う「
公

開
研
究
授
業
」
と
い
う
形
に

な
り
ま
し
た
。
実
施
さ
れ
た

の
は
数
学
と
理
科
の
授
業
。

数
学
で
は
二
次
関
数
の
範
囲

で
、「
１
あ
た
り
の
量
か
ら
瞬

間
の
変
化
を
把
握
す
る
微
積

分
」
へ
と
数
量
の
認
識
を
形

成
し
て
い
く
授
業
で
、
班
学

習
を
大
切
に
し
て
生
徒
た
ち

自
身
の
討
論
と
意
見
表
明
を

て
い
ね
い
に
創
り
出
し
て
い

ま
す
。
高
い
学
力
レ
ベ
ル
を

持
ち
、
受
験
的
な
勉
強
に
慣

れ
て
い
る
中
国
の
生
徒
た
ち

に
と
っ
て
、
こ
う
し
た
授
業

は
新
鮮
な
も
の
だ
っ
た
よ
う

で
、
こ
ん
な
感
想
を
残
し
て

い
ま
す
。【
数
学
で
は
、
公
式

を
忘
れ
て
グ
ル
ー
プ
の
皆
さ

ん
と
一
緒
に
考
え
て
、
話
し

合
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
い
い

と
思
い
ま
す
。
普
段
よ
く
公

式
を
覚
え
れ
ば
い
い
と
思
っ

て
、
ほ
か
の
可
能
性
は
考
え

ま
せ
ん
で
し
た
。
で
も
、
先

生
の
授
業
の
時
、
わ
た
し
は

公
式
を
捨
て
て
、
自
分
で
数

字
の
出
て
く
る
規
則
を
考
え

ま
し
た
。
と
て
も
面
白
か
っ

た
で
す
】。
同
じ
よ
う
に
化
学

で
も
、
自
ら
行
っ
た
実
験
で

こ
ん
な
言
葉
を
残
し
て
い
ま

す
。【
私
は
自
分
の
目
で
見
て
、

自
分
の
手
で
触
っ
て
、
不
思

議
な
実
験
を
観
察
し
ま
し
た
。

そ
の
時
、
化
学
は
面
白
い
と

思
い
ま
し
た
】」

―
―
そ
う
し
た
交
流
の
功
績

か
ら
、
先
生
は
河
南
省
人
民

政
府
の
「
黄
河
友
誼
賞
」
を

受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

　「
昨
年
９
月
、
ア
メ
リ
カ
や

中
国
な
ど
各
国
８
名
の
方
々

と
と
も
に
、
河
南
省
鄭
州
市

の
迎
賓
館
に
お
い
て
賞
状
と

金
の
メ
ダ
ル
を
授
与
さ
れ
ま

し
た
。
受
賞
に
あ
た
っ
て
評

価
さ
れ
た
の
は
、
日
中
両
国

の
架
け
橋
と
な
る
未
来
の
青

年
を
育
成
す
る
高
校
生
文
化

・
ス
ポ
ー
ツ
交
流
活
動
と
共

に
、
姉
妹
校
・
安
陽
市
開
発

区
高
級
中
学
（
高
校
）
間
の

交
流
が
、
中
国
側
か
ら
の
日

本
の
先
進
的
な
医
療
・
福
祉

・
観
光
な
ど
の
技
術
を
学
び

た
い
と
の
求
め
に
答
え
る
地

域
間
交
流
と
し
て
発
展
し
て

い
る
こ
と
に
対
し
て
で
す
。

　
西
安
外
国
語
学
校
と
は
昨

年
、
中
国
か
ら
日
本
の
大
学

に
留
学
を
希
望
す
る
生
徒
た

ち
の
た
め
に
新
た
な
留
学
生

制
度
を
創
造
す
る
「
中
日
高

校
連
携
教
育
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

の
契
約
を
交
わ
し
ま
し
た
。

先
ほ
ど
触
れ
た
公
開
研
究
授

業
も
、
共
同
で
の
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
開
発
を
展
望
し
て
行
な

わ
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
昨
年

12
月
に
は
、
安
陽
市
開
発
区

高
級
中
学
か
ら
も
、
同
校
内

に
国
際
部
を
つ
く
り
本
校
と

連
携
し
て
新
た
な
留
学
生
制

度
を
つ
く
り
た
い
と
の
要
望

が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　
西
安
外
国
語
学
校
の
正
門

の
園
庭
に
「
啄
玉
」
と
標
し

た
石
碑
が
あ
り
ま
す
。
ど
の

子
に
も
人
間
的
な
可
能
性
が

あ
る
と
い
う
意
味
で
、
旭
丘

の
建
学
の
精
神
に
通
じ
る
教

育
観
が
見
ら
れ
る
も
の
で
す
。

　
西
安
は
「
一
帯
一
路
」
構

想
と
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
の
出
発

点
で
あ
り
ま
す
。
こ
の
構
想

を
担
う
人
づ
く
り
に
長
期
的

な
視
野
を
持
っ
て
力
を
入
れ

て
い
る
こ
と
が
中
国
の
優
れ

た
政
策
で
あ
り
、
私
た
ち
の

交
流
も
こ
う
し
た
未
来
展
望

と
結
ん
で
発
展
さ
せ
て
行
き

た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
具

体
的
に
は
、
老
人
福
祉
や
医

療
系
の
分
野
な
ど
で
イ
ン
タ

ー
ン
シ
ッ
プ
に
も
参
加
し
た

い
と
い
う
中
国
の
生
徒
た
ち

の
希
望
に
応
え
る
な
ど
、
更

な
る
積
極
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ

が
考
え
ら
れ
ま
す
」

人
間
形
成
の
教
育

ス
ポ
ー
ツ
分
野
の
発
展

―
―
２
０
１
４
年
策
定
の「
新

総
合
計
画
」
で
は
、
ど
の
よ

う
な
前
進
が
あ
り
ま
し
た
か
。

　「
２
０
１
７
年
度
か
ら
新
し

く
「
大
学
進
学
・
ス
ポ
ー
ツ

ク
ラ
ス
」
が
設
置
さ
れ
ま
し

た
。
ス
ポ
ー
ツ
進
学
ク
ラ
ス

１
年
生
の
言
葉
で
す
。【
私
は

久
野
・
荻
窪
キ
ャ
ン
パ
ス
の

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
、
ボ

ル
ダ
リ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
等
の

設
備
に
感
動
し
入
学
し
ま
し

た
。
中
学
よ
り
発
展
し
た
授

業
や
活
動
が
で
き
る
こ
と
に

ワ
ク
ワ
ク
し
て
い
ま
す
】」

―
―
優
秀
な
成
績
を
残
す
生

徒
も
い
る
と
か
。

　
モ
ン
ゴ
ル
か
ら
相
撲
の
留

学
生
２
名
が
入
学
し
、「
心
技

体
」
の
相
撲
道
に
励
ん
で
い

ま
す
。
昨
年
、
チ
ョ
イ
ジ
ル

ス
レ
ン
君
は
８
月
の
全
国
高

校
総
体
相
撲
の
個
人
戦
で
、

神
奈
川
県
勢
初
の
準
優
勝
。

９
月
か
ら
の
国
体
相
撲
少
年

男
子
の
部
に
ダ
ラ
イ
バ
ー
ト

ル
君
と
と
も
に
神
奈
川
県
代

表
と
し
て
出
場
し
、
団
体
戦

で
こ
ち
ら
も
神
奈
川
県
勢
初

の
準
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　
一
方
で
身
体
に
関
す
る
学

び
を
深
め
る
中
で
、
ス
ポ
ー

ツ
・
健
康
・
医
療
・
福
祉
・

幼
児
教
育
な
ど
の
多
様
な
分

野
に
進
路
を
定
め
る
生
徒
も

出
て
き
て
い
ま
す
」

創
立
１
２
０
周
年
へ

さ
ら
な
る
飛
躍
を

―
―
３
年
後
の
創
立
１
２
０

周
年
に
向
け
、
今
後
の
展
開

は
。

　「
新
総
合
計
画
の
完
成
へ
向

け
て
の
１
年
と
と
ら
え
、「
生

・
性
・
政
」
の
三
つ
の
セ
イ

を
大
切
に
し
た
青
年
期
教
育

に
重
点
を
置
き
、
生
徒
の
人

間
的
成
長
と
全
面
発
達
、
社

会
的
自
立
を
力
強
く
後
押
し

す
る
施
策
を
さ
ら
に
図
っ
て

い
き
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
新
総
合
計

画
の
一
環
と
し
て
、
第
一
校

地
の
統
合
整
備
計
画
と
共
に
、

第
二
校
地
の
グ
ラ
ウ
ン
ド
を

人
工
芝
化
し
、
体
育
の
授
業

と
共
に
公
式
試
合
が
出
来
る

全
天
候
型
の
サ
ッ
カ
ー
場
と

し
て
使
用
で
き
る
よ
う
に
す

る
な
ど
の
総
合
整
備
を
、
校

内
建
設
委
員
会
を
設
置
し
て

進
め
て
行
き
ま
す
。
地
域
立

・
市
民
立
の
学
校
像
の
も
と
、

第
１
校
地
（
城
内
キ
ャ
ン
パ

ス
）
を
よ
り
都
市
の
機
能
と

結
び
つ
い
た
施
設
と
し
て
整

備
し
、
第
２
校
地
（
久
野
・

荻
窪
キ
ャ
ン
パ
ス
）
は
、
地

域
の
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
と
国

際
交
流
の
セ
ン
タ
ー
と
し
て

発
展
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

　
生
徒
た
ち
は
昨
年
の
文
化

祭
で
「
い
の
ち
―
未
来
に
向

け
て
手
を
つ
な
ご
う
」
を
テ

ー
マ
に
掲
げ
、
全
国
の
自
然

災
害
か
ら
の
復
興
に
連
帯
し
、

被
爆
者
の
核
廃
絶
へ
の
願
い

に
寄
り
添
う
企
画
に
取
り
組

み
ま
し
た
。
そ
う
し
た
、
多

く
の
人
び
と
の
置
か
れ
た
立

場
や
心
に
寄
り
添
う
気
持
ち

を
持
て
る
こ
と
こ
そ
、
尊
徳

思
想
の
実
現
に
つ
な
が
る
精

神
だ
と
考
え
ま
す
。

　
昨
年
３
月
、
文
部
科
学
省

が
、
４
年
後
か
ら
実
施
さ
れ

る
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導

要
領
を
告
示
し
ま
し
た
。
そ

こ
で
は
「
主
体
的
・
対
話
的

で
深
い
学
び
」（
＝
ア
ク
テ
ィ

ブ
・
ラ
ー
ニ
ン
グ
）
が
提
起

さ
れ
て
い
ま
す
。
本
校
の
生

徒
た
ち
は
、
学
校
参
加
・
社

会
参
加
を
通
し
て
地
域
と
日

本
、
人
類
社
会
の
課
題
を
自

ら
の
生
き
る
課
題
と
結
ん
で

捉
え
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、

「
技
」
と
「
知
」、「
観
」
を
統

一
す
る
学
び
を
通
し
て
、
歴

史
や
社
会
の
出
来
事
を
科
学

的
に
認
識
し
、
そ
れ
を
よ
り

良
く
変
え
て
い
こ
う
と
す
る

学
習
主
体
・
実
践
主
体
と
し

て
の
形
成
が
図
ら
れ
て
い
ま

す
。

　
旭
丘
で
の
教
育
活
動
を
通

じ
て
生
徒
た
ち
が
未
来
を
創

る
主
権
者
と
な
る
よ
う
、
今

年
も
新
総
合
計
画
を
、
学
校

の
財
政
基
盤
の
確
立
と
結
ん

で
力
強
く
押
し
進
め
て
い
き

ま
す
」

学校法人新名学園

旭丘高等学校

２つの学科・２つの校地
小田原のまちが教室

http://www.niina-gakuen.jp/
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